
六
十
三
巻

河
内
名
所
図
会
を
歩
く
⑭
〜
江
戸
時
代
の
景
観
と
古
民
家（
前
編
）〜

江
戸
時
代
の
『
河
内
名
所
図
会
』

で
描
か
れ
た
寺
社
な
ど
の
挿
絵
は
、

写
真
の
な
い
時
代
に
現
地
調
査
に
基

づ
く
正
確
さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
周
囲
に
描
か
れ
た
民
家
は

簡
略
化
さ
れ
、
茅か
や

葺ぶ
き

や
瓦か

わ
ら

葺ぶ
き

な
ど
の

屋
根
の
違
い
が
分
か
る
程
度
で
す
。

挿
絵
の
テ
ー
マ
で
な
く
、
江
戸
時
代

は
当
た
り
前
の
景
観
だ
っ
た
の
で
、

省
略
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

市
域
の
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史
的

景
観
は
、
市
街
化
が
進
む
な
か
、
旧

村
や
旧
街
道
沿
い
を
中
心
に
残
っ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
、
八
尾
ら
し
い

良
好
な
景
観
で
、
歴
史
的
・
文
化
的

価
値
が
高
い
も
の
や
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
も
の
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
も
の
な
ど
を
登
録
す
る
、
八

尾
市
景
観
資
源
登
録
制
度
「
八
尾
き

ら
り
」
を
令
和
４
年
度
か
ら
始
め
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
は
18
件
の
古
民

家
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
登
録
さ
れ

た
建
物
の
う
ち
８
件
が
、
天
井
の
低

い
中
二
階
に
格
子
の
あ
る
小
さ
な
虫む
し

籠こ

窓ま
ど

が
特
徴
的
な「
つ
し
二
階
」で
す
。

　

久
宝
寺
寺
内
町
を
歩
く
と
、
江
戸

時
代
に
建
て
ら
れ
た
、
つ
し
二
階
を

数
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図
会
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
顕
証
寺
の

長
屋
門
が
あ
る
北
側
の
通
り
は
「
八

尾
き
ら
り
」
に
登
録
さ
れ
た
、
つ
し

二
階
の
古
民
家
も
あ
り
、
こ
れ
ら
が

立
ち
並
ぶ
歴
史
的
景
観
を
今
な
お
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
つ
づ
く
）

問
観
光
・
文
化
財
課

TEL
９
２
４
・
８
５
５
５

FAX
９
２
４
・
３
９
９
５

▲ つし二階の古民家
（旧植田家住宅主屋）

▲ 顕証寺長屋門の北側の通り


